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小
林

登
教
授
の
御
退
職
に
寄
せ
て

法
学
部
長

遠
藤

誠
治

小
林

登
先
生
は
、
一
九
九
九
年
四
月
に
成
蹊
大
学
法
学
部
に
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
て
以
来
、
本
年
三
月
に
教
授
職
を
退
任
さ
れ
る

ま
で
十
七
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
成
蹊
大
学
法
学
部
の
教
育
と
研
究
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
小
林
先
生
御
退
職
時
の
学
部
長
と

し
て
一
言
御
礼
と
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
林
先
生
は
、
都
立
西
高
校
を
経
て
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
校
時
代
は
も
っ
ぱ
ら
サ
ッ
カ
ー
部
員
と
し
て
毎
日

熱
心
に
練
習
に
励
ん
だ
と
の
こ
と
で
、
成
蹊
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も
よ
く
来
ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

大
学
卒
業
後
は
一
度
民
間
会
社
に
勤
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
学
問
の
道
を
捨
て
が
た
く
、
東
京
大
学
の
大
学
院
に
戻
り
、
鴻
常
夫
教
授
お

よ
び
江
頭
憲
治
郎
教
授
の
指
導
の
下
で
商
法
の
研
究
を
さ
れ
、
上
智
大
学
、
東
北
大
学
に
お
け
る
勤
務
の
後
、
成
蹊
大
学
に
着
任
さ
れ
ま
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し
た
。

小
林
先
生
の
学
問
的
業
績
は
、
商
法
の
中
で
も
特
に
海
商
法
お
よ
び
保
険
法
の
面
で
顕
著
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
林
先

生
が
一
九
八
四
年
三
月
に
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
に
提
出
さ
れ
た
「
コ
ン
テ
ナ
船
荷
証
券
と
運
送
人
の
責
任
制
限
（
一
）

─
（
二
・
完
）
─
Lim
itation
ofCarrier’sLiability
underContainerBillsofLading」（
法
協
一
〇
二
巻
三
号
、
四
号
）
の
論
文
は
、

一
九
六
〇
年
代
よ
り
盛
ん
に
な
っ
た
コ
ン
テ
ナ
海
上
輸
送
と
の
関
係
で
、
コ
ン
テ
ナ
詰
め
貨
物
に
関
す
る
運
送
人
の
責
任
制
限
の
額
の
算

出
に
つ
き
ヘ
ー
グ
・
ル
ー
ル
を
改
正
す
る
一
九
六
八
年
の
改
正
議
定
書
（
ウ
ィ
ス
ビ
ー
・
ル
ー
ル
）
と
同
じ
く
船
荷
証
券
に
お
け
る
記
載

に
基
づ
き
行
う
べ
き
こ
と
を
最
新
の
米
国
の
判
例
動
向
を
基
に
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
日
本
の
国
際
海
上
物
品
運
送
法
は
平
成
四

年
に
上
記
改
正
議
定
書
に
基
づ
い
て
改
正
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
小
林
先
生
が
一
九
八
七
年
三
月
に
東
京
大
学
法
学
部
に
助
手
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
「
定
期
傭
船
契
約
論
（
一
）
─
（
五
・

完
）
─
O
n
T
im
e
Charters」（
法
協
一
〇
五
巻
五
号
、
六
号
、
八
号
、
九
号
、
十
一
号
）
と
題
す
る
論
文
は
、
日
本
の
商
法
が
定
期
傭

船
（
T
im
e
Charter）
に
関
す
る
規
定
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
定
期
傭
船
を
船
舶
賃
貸
借
と
船
員
の
労
務
供
給
契
約
の
混
合
契

約
で
あ
る
と
法
的
に
構
成
し
船
舶
賃
貸
借
に
関
す
る
商
法
七
〇
四
条
一
項
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
考
え
方
に
批
判
を
加
え
、
定
期
傭
船

は
船
舶
賃
貸
借
と
は
別
個
の
独
自
の
契
約
で
あ
る
の
で
商
法
七
〇
四
条
一
項
の
規
定
を
安
易
に
類
推
適
用
す
べ
き
で
は
な
く
原
則
的
に
は

定
期
傭
船
者
の
衝
突
責
任
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
定
期
傭
船
契
約
に
関
し
て
は
す
で
に
昭
和
一
〇
年
の
法

制
審
議
会
で
然
る
べ
き
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
二
〇
一
三
年
の
ド
イ
ツ
の
商
法
改
正
に
合
わ
せ
て

日
本
の
商
法
も
定
期
傭
船
契
約
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
、
小
林
先
生
は
こ
の
間
の
立
法
作
業
に
も
法
務
省
の
法
制

審
議
会
商
法
（
運
送
・
海
商
）
関
係
部
会
の
委
員
と
し
て
深
く
関
与
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
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小
林
先
生
は
、
研
究
・
教
育
ば
か
り
で
は
な
く
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
四
年
間
法
学
部
長
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
学
園
理
事
・
評
議
員
、

法
学
部
入
試
委
員
長
、
法
律
学
科
主
任
、
海
外
研
究
員
選
考
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職
を
務
め
ら
れ
長
年
に
わ
た
り
法
学
部
の
み
な
ら
ず

大
学
、
学
園
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
小
林
先
生
は
定
年
に
よ
り
成
蹊
大
学
を
御
退
職
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
法
学
部
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
授
業
を
担
当
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
小
林
先
生
の
御
健
康
と
益
々
の
御
活
躍
の
ほ
ど
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


